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【手続補正書】
【提出日】平成25年3月5日(2013.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動領域を遊技媒体が通過した後、可変表示の開始を許容する開始条件が成立したこと
にもとづいて各々を識別可能な複数種類の識別情報の可変表示を開始し、表示結果を導出
表示する可変表示部を備え、該可変表示部に特定表示結果が導出表示されたときに遊技者
にとって有利な特定遊技状態とするとともに、所定の移行条件が成立したときに該特定遊
技状態が終了したのちに通常状態であるときに比べて前記識別情報の可変表示の表示結果
が前記特定表示結果となりやすい高確率状態とする遊技機であって、
　所定条件が成立したことにもとづいて、前記始動領域を遊技媒体が通過しにくいまたは
しない第１状態から前記始動領域を遊技媒体が通過しやすい第２状態に変化させた後、前
記第２状態から前記第１状態に戻す普通可変装置と、
　前記特定遊技状態とするか否かと前記所定の移行条件を成立させるか否かと、を前記識
別情報の可変表示の表示結果が導出表示される以前に決定する事前決定手段と、
　前記識別情報の可変表示において、次の前記識別情報の可変表示を開始するまでの時間
を制御する可変表示開始時間制御手段と、
　前記事前決定手段によって前記特定遊技状態とすると決定されるとともに前記所定の移
行条件を成立させると決定されたことにもとづいて、前記特定遊技状態の終了後に、遊技
状態を前記高確率状態に制御するとともに、前記始動領域が前記第２状態となる頻度を高
くする高頻度状態に制御する高確率状態制御手段と、
　前記事前決定手段によって前記特定遊技状態とすると決定されるとともに前記所定の移
行条件を成立させないと決定されたことにもとづいて、前記特定遊技状態の終了後に、該
特定遊技状態終了後に実行された前記識別情報の可変表示の実行回数が所定回数となるま
で、遊技状態を前記高頻度状態に制御する高頻度状態制御手段と、
　前記特定遊技状態の終了後に、該特定遊技状態終了後に実行された前記識別情報の可変
表示の実行回数が前記所定回数となるまで、前記高確率状態であるか否かにかかわらず、
共通の演出態様の共通演出を実行する共通演出実行手段と、
　前記特定遊技状態を終了してからの前記識別情報の可変表示の実行回数が前記所定回数
となる前記識別情報の可変表示の実行にもとづいて、前記高確率状態であるか否かを報知
する報知演出を実行する報知演出実行手段と、を含み、
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　前記可変表示開始時間制御手段は、前記特定遊技状態を終了してからの前記識別情報の
可変表示の実行回数が前記所定回数となる前記識別情報の可変表示の開始から、次の前記
識別情報の可変表示を開始するまでの時間を、前記高確率状態に制御されているか否かに
応じて異ならせる
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明による遊技機は、始動領域（例えば、第１始動入賞口１３、第２始動入賞口１４
）を遊技媒体（例えば、遊技球）が通過した後、可変表示の開始を許容する開始条件が成
立したこと（例えば、第１特別図柄および第２特別図柄のいずれの可変表示も実行されて
おらず、かつ大当り遊技状態でもないこと）にもとづいて各々を識別可能な複数種類の識
別情報（例えば、第１特別図柄、第２特別図柄）の可変表示を開始し、表示結果を導出表
示する可変表示部（例えば、第１特別図柄表示器８ａ、第２特別図柄表示器８ｂ）を備え
、該可変表示部に特定表示結果（例えば、大当り図柄）が導出表示されたときに遊技者に
とって有利な特定遊技状態（例えば、大当り遊技状態）とするとともに、所定の移行条件
が成立した（例えば、確変大当りとなった）ときに該特定遊技状態が終了したのちに通常
状態であるときに比べて識別情報の可変表示の表示結果が特定表示結果となりやすい高確
率状態（例えば、高確率状態）とする遊技機であって、所定条件が成立したこと（例えば
、普通図柄の変動表示結果が当りとなったこと）にもとづいて、始動領域を遊技媒体が通
過しにくいまたはしない第１状態（例えば、閉鎖状態）から始動領域を遊技媒体が通過し
やすい第２状態（例えば、開放状態）に変化させた後、第２状態から第１状態に戻す普通
可変装置（例えば、可変入賞球装置１５）と、特定遊技状態とするか否かと所定の移行条
件を成立させるか否かと、を識別情報の可変表示の表示結果が導出表示される以前に決定
する事前決定手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ
６１，Ｓ７２，Ｓ７３を実行する部分）と、識別情報の可変表示において、次の識別情報
の可変表示を開始するまでの時間を制御する可変表示開始時間制御手段（例えば、遊技制
御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ１２０５～Ｓ１２１０，Ｓ１３１，
Ｓ１３２を実行する部分）と、事前決定手段によって特定遊技状態とすると決定されると
ともに所定の移行条件を成立させると決定されたこと（例えば、確変大当りと決定された
こと）にもとづいて、特定遊技状態の終了後に、遊技状態を高確率状態に制御するととも
に、始動領域が第２状態となる頻度を高くする高頻度状態（例えば、高ベース状態）に制
御する高確率状態制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるス
テップＳ１６９，Ｓ１７０を実行する部分）と、事前決定手段によって特定遊技状態とす
ると決定されるとともに所定の移行条件を成立させないと決定されたこと（例えば、通常
大当りと決定されたこと）にもとづいて、特定遊技状態の終了後に、該特定遊技状態終了
後に実行された識別情報の可変表示の実行回数が所定回数（例えば、７７回）となるまで
、遊技状態を高頻度状態に制御する高頻度状態制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコ
ンピュータ５６０におけるステップＳ１６７，Ｓ１６８を実行する部分）と、特定遊技状
態の終了後に、該特定遊技状態終了後に実行された識別情報の可変表示の実行回数が所定
回数となるまで、高確率状態であるか否かにかかわらず、共通の演出態様の共通演出（例
えば、図４０および図４１に示すように、高確率状態であるか否かにかかわらず、黄色の
背景色で背景画面を表示したり、「チャンスモード」などの文字列を重畳表示する）を実
行する共通演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステ
ップＳ６７２，Ｓ６７６を実行する部分）と、特定遊技状態を終了してからの識別情報の
可変表示の実行回数が所定回数となる識別情報の可変表示の実行にもとづいて、高確率状
態であるか否かを報知する報知演出（例えば、図４０に示すように「チャンスモード終了
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！」などの文字列を重畳表示する高ベース終了演出。図４１に示すように「確変確定！！
」などの文字列を重畳表示する確変確定演出。）を実行する報知演出実行手段（例えば、
演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ８３０５，Ｓ８３０７を実行
する部分）と、を含み、可変表示開始時間制御手段は、特定遊技状態を終了してからの識
別情報の可変表示の実行回数が所定回数となる識別情報の可変表示の開始から、次の識別
情報の可変表示を開始するまでの時間を、高確率状態に制御されているか否かに応じて異
ならせる（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０は、大当り遊技終了後７７回
目の変動表示において、高確率状態（高確率／高ベース状態）であれば、ステップＳ１２
０５で特別図柄停止図柄表示時間としてセットした８００ｍｓを、ステップＳ１２１０で
変動停止時間タイマにセットする。一方、高確率状態でなければ（低確率／高ベース状態
であれば）、ステップＳ１２０９で特別図柄停止図柄表示時間としてセットしなおした５
３００ｍｓを、ステップＳ１２１０で変動停止時間タイマにセットする。）ことを特徴と
する。そのような構成により、高頻度状態が終了する可能性のある可変表示までは高確率
状態であるか否かにかかわらず共通演出を実行し、高頻度状態が終了する可能性のある可
変表示において高確率状態であるか否かを報知する報知演出を実行するので、遊技者に有
利な状態が継続するか否かに対する緊張感を与えることができる。従って、遊技者に有利
な状態が終了する可能性のある可変表示において特定遊技状態に対する期待感を高めるだ
けでなく、遊技者に有利な状態が継続するか否かに対する緊張感を与えることができ、遊
技に対する興趣を向上させることができる。
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